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タ
ヒ
チ
に
お
け
る
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
関
連
資
料
②

ポ
マ
レ
五
世
の
死
に
つ
い
て

昨
年
本
誌
に
発
表
し
た
論
考
で
は
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
タ
ヒ
チ
渡
航

へ
の
経
緯
と
タ
ヒ
チ
で
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
い
か
に
認
知
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
、
新
発
見
資
料
に
よ
っ
て
検
討
を
加
え
た
が
、
本
稿
で
は
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
が
初
め
て
到
着
し
た
一
八
九
一
年
六
月
九
日
前
後
の
タ
ヒ
チ
の
社
会
状

況
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
。

前
稿
で
紹
介
し
た
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
来
島
を
告
げ
た
六
月
二
一
日
号
の
新
聞

『
タ
ヒ
チ
よ
り
の
使
者
』
　
の
ト
ッ
プ
記
事
は
、
黒
枠
に
囲
ま
れ
た
ポ
マ
レ
五
世

の
計
報
で
あ
っ
た
（
資
料
①
）
。

官
報
で
は
、
六
月
一
八
日
号
の
冒
頭
に
「
ポ
マ
レ
五
世
死
去
」
と
記
し
、
ほ

ぼ
全
頁
に
渡
っ
て
王
の
葬
儀
の
報
告
に
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
官
報
の
内
容

に
つ
い
て
は
ベ
ン
グ
ト
・
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
の
　
『
タ
ヒ
チ
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
』
　
に
お

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
は
　
『
福
音
伝
道
新
聞
』
も
資
料

と
し
て
参
照
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
六
月
一
二
日
の
当
日
の
日
付
で
植
民
地
総
督
ラ
ス

カ
ー
ド
の
名
の
も
と
王
の
死
が
告
知
さ
れ
、
六
月
一
六
日
に
葬
儀
が
と
り
お
こ

な
わ
れ
た
。
王
の
遺
体
の
載
せ
ら
れ
た
霊
柩
車
の
あ
と
を
役
人
や
入
植
者
、
島

田
　
平
　
麻
　
子

民
た
ち
が
列
を
な
し
て
墓
所
ま
で
歩
き
、
時
折
大
砲
が
鳴
ら
さ
れ
た
。

タ
ヒ
チ
は
一
八
八
〇
年
に
ポ
マ
レ
五
世
の
も
と
に
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
っ
て
い

る
。
も
と
も
と
タ
ヒ
チ
に
は
西
洋
の
よ
う
な
国
家
や
国
土
意
識
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
部
族
が
割
拠
し
て
い
た
が
、
一
七
九
〇
年
代
ま
で
に
ポ
マ
レ
一
世
が
、

ク
ッ
ク
の
協
力
を
得
た
り
、
バ
ウ
ン
テ
ィ
号
の
船
長
や
反
乱
船
員
た
ち
か
ら
火

器
を
手
に
入
れ
る
な
ど
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
ほ
か
の
部
族
長
た
ち
を
抑
え
て
、

西
洋
人
に
対
し
て
初
め
て
タ
ヒ
チ
の
王
を
名
乗
っ
た
。
一
七
九
七
年
に
は
ロ
ン

ド
ン
伝
道
教
会
が
来
島
し
て
布
教
を
始
め
た
が
、
ポ
マ
レ
一
世
は
改
宗
し
て
い

な
い
。一
八
〇
三
年
の
ポ
マ
レ
一
世
死
去
後
、
息
子
の
ポ
マ
レ
二
世
が
王
位
を
継
ぎ
、

一
八
一
五
年
に
ポ
マ
レ
二
世
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
。
こ
れ
は
オ
ロ
神
へ

の
信
仰
を
中
心
と
す
る
新
興
宗
教
に
よ
っ
て
結
束
し
た
部
族
が
、
対
抗
勢
力
と

し
て
力
を
増
し
て
き
た
め
で
あ
り
、
ポ
マ
レ
二
世
は
ロ
ン
ド
ン
伝
道
教
会
を
支

持
し
て
タ
ヒ
チ
古
来
の
宗
教
を
根
絶
さ
せ
、
島
民
へ
の
改
宗
政
策
を
し
い
た
。

彼
の
息
子
ポ
マ
レ
三
世
は
即
位
後
ま
も
な
く
幼
く
し
て
亡
く
な
り
、
そ
の
姉
が

女
王
ポ
マ
レ
四
世
と
な
り
ポ
マ
レ
王
朝
は
全
盛
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
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S．M．ポマレ5世逝去

タヒチの最後の王

今朝フアアイレの大砲が王宮で起こっ

た悲しい出来事を人々に知らせた。7時

半にS．M．ポマレ5世が王族と、総督と忠

実な臣下たちの前で息をひきとった。

アリハウエ・ポマレ・ア・トウ5世は

1839年11月3日に生まれた。1877年にタ

ヒチ王に即位し、1880年6月29日に併合

の協定に署名した。

この行いは、亡き王の賢明さと彼の民

衆への配慮を示すものであり、歴史と後

世は彼に感謝することになるだろう。

1793年に始まったポマレ王朝は彼とと

もに終わりを告げた。この偉大な一一族は

4人の王とひとりの女王を生み出し、98

年間タヒチを統治した。
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一
八
三
六
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
団
が
布
教
を
始
め
よ
う
と

す
る
が
、
す
で
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
勢
力
が
強
か
っ
た
タ
ヒ
チ
で
反
発
を
受

け
て
放
逐
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
が
タ
ヒ
チ
へ
介
入
す
る
口
実
と
な
っ

た
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
入
国
と
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
の
自
由
を
認
め
さ
せ
た
フ
ラ
ン

ス
は
、
一
八
四
二
年
に
は
女
王
不
在
時
に
摂
政
に
保
護
条
約
を
結
ば
せ
た
。
反

発
し
た
ポ
マ
レ
四
世
は
イ
ギ
リ
ス
に
援
助
を
求
め
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン

ス
の
動
き
を
事
実
上
黙
認
し
、
一
八
四
四
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
・
タ
ヒ
チ
戦
争
が

起
こ
り
、
一
八
四
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
側
が
勝
利
し
、
ポ
マ
レ
四
世
は
投
降
す
る
。

女
王
の
死
後
即
位
し
た
ポ
マ
レ
五
世
は
、
一
八
八
〇
年
に
タ
ヒ
チ
を
フ
ラ
ン
ス

に
割
譲
し
た
。
一
八
八
五
年
に
は
タ
ヒ
チ
と
周
辺
諸
島
が
フ
ラ
ン
ス
領
オ
セ
ア

ニ
ア
機
構
と
な
る
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
、
到
着
の
数
日
内
に
ポ
マ
レ
五
世
に
謁
見
す
る
予
定
だ
っ
た

が
不
可
能
と
な
り
、
王
の
死
を
、
タ
ヒ
チ
固
有
の
文
化
の
衰
退
の
象
徴
と
み
な

し
て
悼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ポ
マ
レ
王
朝
成
立
の
背
景
に
、
西
洋
の

武
力
介
入
が
見
て
と
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
世
紀
以
上
も
前
か

ら
タ
ヒ
チ
社
会
は
西
洋
と
の
乳
轢
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
王
朝

自
体
が
西
洋
各
国
や
キ
リ
ス
ト
教
各
派
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
利
用
し
、
利

用
さ
れ
な
が
ら
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
期
待
に
反
し
て
、
ポ
マ
レ
五
世
は
タ
ヒ
チ
の
歴
史
に
は
大
し

て
興
味
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
タ
ヒ
チ
を
フ
ラ
ン
ス
に
割
譲
し
た
後
の
余
生
で
は
、

潤
沢
な
年
金
を
放
蕩
の
み
に
費
や
し
、
飲
酒
癖
に
よ
っ
て
病
死
を
招
い
た
と
い

う
。
こ
れ
に
対
し
、
彼
の
妻
の
マ
ラ
ウ
は
、
タ
ヒ
チ
の
古
い
習
俗
を
収
集
し
、

書
物
に
ま
と
め
た
。
ポ
マ
レ
五
世
の
死
に
よ
っ
て
王
の
一
族
は
途
絶
え
た
の
だ

が
、
マ
ラ
ウ
は
一
九
三
四
年
に
亡
く
な
る
ま
で
事
実
上
の
タ
ヒ
チ
最
後
の
王
女

と
し
て
人
々
の
尊
敬
を
集
め
て
い
た
。
た
だ
し
、
マ
ラ
ウ
と
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
間

に
は
お
そ
ら
く
直
接
的
な
接
触
は
な
い
。

タ
ヒ
チ
最
後
の
王
が
死
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
作
品
の
着
想

を
得
る
た
め
に
、
タ
ヒ
チ
の
王
族
を
観
察
す
る
機
会
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
わ

け
だ
が
、
到
着
後
た
ち
ま
ち
出
く
わ
し
た
王
の
死
と
い
う
事
件
は
、
画
家
の
う

ち
で
、
滅
び
ゆ
く
楽
園
と
し
て
の
タ
ヒ
チ
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る

こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は
、
今
は
な
き
過
去
の
楽
園
と
し
て

の
タ
ヒ
チ
を
、
現
実
の
姿
に
取
材
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か

ら
寄
せ
集
め
た
図
像
の
集
積
と
し
て
描
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

註（1
）

「
タ
ヒ
チ
に
お
け
る
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
関
連
資
料
①
　
第
一
回
タ
ヒ
チ
渡
航
に
お

け
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
到
着
時
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
」
　
『
美
術
史
論
集
』
　
第
六
号
、
神
戸

大
学
美
術
史
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
、
2
4
・
2
9
頁
。
な
お
2
8
頁
の
オ
ク
タ
ー
ヴ
‥
、
、
ル
ボ

ー
の
記
事
の
転
載
を
訳
出
し
た
拙
文
に
つ
い
て
、
簾
田
治
子
先
生
よ
り
ご
指
摘
を
頂
い
た

の
で
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
誤
）
　
「
我
々
は
、
純
粋
な
芸
術

が
人
々
が
信
仰
を
も
つ
ゆ
え
ん
と
な
る
苦
悩
と
失
望
と
に
し
か
結
び
つ
か
な
い
時
代
の
中

に
い
る
」
1
　
（
正
）
　
「
我
々
は
純
粋
な
芸
術
と
結
び
つ
く
苦
悩
や
失
望
を
崇
拝
す
る
よ
う

な
時
代
の
中
に
い
る
」
　
な
お
、
資
料
②
、
③
、
④
に
前
稿
で
訳
出
し
た
転
記
功
Q
g
雪
札
内

叫
が
已
苦
く
e
n
d
r
e
d
こ
N
j
u
i
n
－
笠
r
N
O
．
∽
巴
と
（
訂
弓
3
已
○
慧
C
訂
～
軋
謡
舎
熊
更
訂
篭
ヨ
S
諒

等
白
眉
已
払
軋
こ
訂
計
已
♪
〓
j
u
i
n
－
∞
讐
｝
p
．
N
ひ
N
の
該
当
部
分
を
掲
載
す
る
。

（
2
）
　
旨
訂
訟
長
明
等
計
叫
訂
已
早
く
e
n
d
r
e
d
こ
N
j
u
i
n
－
等
r
N
O
．
〕
巴
．

（
3
）
　
∩
訂
§
⊇
已
毒
C
訂
～
乱
謡
空
白
巴
訂
完
ヨ
m
ミ
∽
マ
白
眉
巳
的
計
～
訂
計
已
♪
－
ご
u
i
n
ト
等
－
．

（
4
）
　
ベ
ン
グ
ト
・
ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
　
中
村
三
郎
訳
　
『
タ
ヒ
チ
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
』
美
術
公
論
社
、

一
九
八
四
年
、
甲
6
7
頁
。
矢
T
A
苫
H
‥
M
O
r
t
d
u
R
O
i
P
O
m
a
r
か
く
｝
）
）
計
ミ
喜
訂
告
功
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h
S
設
計
莞
内
岩
、
馬
私
記
q
莞
叫
」
等
－
｝
p
p
一
山
0
0
Y
u
等
・

（
5
）
　
タ
ヒ
チ
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
石
川
栄
吉
編
『
オ
セ
ア
ニ
ア
世
界
の
伝
統
と
変
貌
』
山
川

出
版
社
、
一
九
八
七
年
‥
ジ
ー
ン
・
ル
イ
・
サ
ケ
ッ
ト
、
本
田
ひ
と
み
訳
『
タ
ヒ
チ
　
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』
　
E
d
i
t
i
O
n
S
A
く
e
n
t
 
e
t
A
p
r
訂
、
一
九
九
五
年
‥
堀
武
昭
　
『
南
太
平
洋
の

日
々
』
　
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
七
年
。

（
6
）
　
「
私
に
は
こ
の
ポ
マ
レ
王
の
死
は
と
て
も
悲
し
い
も
の
に
見
え
る
。
タ
ヒ
チ
は
ま
っ
た
く

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
な
り
、
昔
の
姿
は
少
し
ず
つ
消
え
去
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
」

一
八
九
一
年
七
月
妻
メ
ッ
ト
宛
の
手
紙
。
P
a
u
－
G
a
u
叫
u
i
n
二
e
C
u
e
i
－
1
i
e
s
〉
a
n
n
O
t
か
e
s
e
t

p
r
究
a
c
紆
s
 
p
a
r
M
a
u
r
i
c
e
M
a
－
i
n
g
u
e
｝
ト
罠
r
謡
か
岩
甘
ヨ
ヨ
～
已
針
完
的
P
ヨ
ざ

C
冒
く
i
〉
p
．
N
N
u
．

田
平
麻
子
　
（
た
ひ
ら
・
あ
さ
こ
）

一
九
九
八
年
　
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員

フ
ラ
ン
ス
近
代
美
術
史
専
攻
。
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